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１

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

では、約
やく

３２万人が避難所で生活をしなければならなく

なりました。避難所の生活とふだんの生活とのちがいについて考えてみ

ましょう。

　たくさんの人が共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

をするためには、いろいろなルールや役
やく

わりを決めな

ければなりません。

　避難所には多くの人が集
あつ

まってきます。避難所で生活をしなければな

らなくなった場合、わたしたちはどのようなことに気をつける必
ひつ

要
よう

があ

るのか話し合ってみましょう。

　少
すこ

しすると、とても高い大きい津
つ

波
なみ

が来るというので校
こう

舎
しゃ

の 2 階
かい

に家
か

族
ぞく

やほかの

ひなんしてきた人たちと行きました。どうなるんだろうと、心
しん

配
ぱい

で心配でしかたがあ

りませんでした。

　次
つぎ

の日の朝、外を見ると、いつも遊
あそ

んでいた公園や道
どう

路
ろ

は、大
おとな

人のこしくらいまで

水が上がっていてびっくりしました。

　ひなん所では、食べる物
もの

がなく、家から持
も

って来たおせんべいを 1 まいだけ食べ

ました。おなかがすいて、大声で泣
な

いている子どももいました。外にも出られなくて

大
たい

変
へん

なことが起
お

きたんだと思いました。

　何日かたって、救
きゅう

援
えん

物
ぶっ

資
し

が届
とど

くようになりました。給
きゅう

食
しょく

係
がかり

を決
き

めたり室
しつ

長
ちょう

も決め

ました。それに、トイレそうじ当番も決めて、トイレの水も流
なが

れないので、プールの

水をバケツにくんでトイレに流したりしました。

忘
わ す

れてはいけない日
　地

じ

震
しん

などにより災
さい

害
がい

が起
お

こった場合、多くの人が公
こう

民
みん

館
かん

や学校などの避
ひ

難
なん

所
じょ

で

生活をしなければならないときがあります。避難所の生活はふだんの生活とどの

ようにちがうのでしょうか。

食事について
XXX トイレの

つかいかた

10時です！
消灯は

そうじ当番

まも

しょうとう

　避難所などでおたがいに

助け合って生活するためには、

地いきのつながりが大切だね。

　そのためには、日ごろか

ら近
きん

所
じょ

の人へのあいさつや

まちの行
ぎょう

事
じ

へ参
さん

加
か

すること

などが大切だね。

避難所に集まった人
ひと

々
びと

避難所に集まる人々 決められた生活ルール

食
しょく

事
じ

を受
う

け取
と

る人々 避難所となった学校の1日の流
なが

れ

（作文宮城 60 号　特別編『あの日の子どもたち』より）
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